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議 案 質 疑
就
学
援
助
受
給
者
の
中
学
校
給
食
の
注
文
状
況
は
？

歳
出

教
育
費

就
学
援
助
費

△
九
︑
五
〇
〇
千
円

(質
疑
︶
①
九
五
〇
万
円
の
減
額
の
理
由

②
中
学
校
給
食
を

注
文
し
て
い
な
い
生
徒
の
状
況
︒

(答
弁
︶
①
平
成
二
十
二
年
九
月
か
ら
の
選
択
制
の
中
学
校
給
食

実
施
に
当
た
り
︑
就
学
援
助
受
給
者
に
つ
い
て
給
食
の

申
し
込
み
率
を
約
八
〇
％
と
想
定
し
︑
一
︑
九
〇
〇
万

円
を
予
算
措
置
し
て
い
た
が
︑
十
二
月
時
点
で
就
学
援

助
者
の
う
ち
給
食
を
申
し
込
ん
だ
生
徒
は
三
五
七
名

で
︑
就
学
援
助
認
定
者
八
九
三
名
の
約
四
〇
％
程
度
と

な
っ
た
︒
よ
っ
て
︑
今
回
︑
九
五
〇
万
円
を
不
用
額
と

見
込
み
︑
減
額
の
措
置
を
行
う

②
あ
る
中
学
校
で
は
︑

選
択
制
の
弁
当
を
注
文
し
た
生
徒
が
約
三
八
％
︑
家
庭

か
ら
の
弁
当
等
を
持
参
し
て
い
る
生
徒
が
約
四
八
％
︑

パ
ン
等
を
購
入
し
て
い
る
生
徒
が
一
四
％
で
︑
就
学
援

助
対
象
者
で
給
食

弁
当
を
頼
ん
で
い

な
い
子
ど
も
た
ち

は
家
庭
か
ら
の
弁

当
等
持
参
や
パ
ン

等
の
購
入
の
約
六

二
％
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
と
推
察

し
て
い
る
︒

企
業
誘
致
は
雇
用
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
か
？

(質
疑
︶
①
対
象
各
社
ご
と
の
補
助
金
の
累
計
額

②
雇
用
状

況
は

③
現
場
の
実
態
把
握
は

④
企
業
誘
致
に
当

た
り
︑
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
要
請
や
制
約
な
ど

は
付
し
て
い
る
の
か
︒

(答
弁
︶
①
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
累
計
額
︵
見
込
み
含
む
︶

と
し
て
︑
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
は
建
物
賃
借
料
補
助
金
︑

雇
用
奨
励
金
等
で
三
億
六
︑
七
〇
〇
万
円
︒
小
糸
九
州

は
建
物
取
得
費
補
助
金
︑
雇
用
奨
励
金
等
で
約
六
億
六
︑

九
〇
〇
万
円
︒
Ｅ
Ｍ
Ｗ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
設
備
費
補

助
金
等
で
約
一
︑
五
〇
〇
万
円
︒
プ
ラ
イ
ム
デ
リ
カ
は

建
物
取
得
費
補
助
金
等
で
約
一
億
二
︑
〇
〇
〇
万
円
︒

か
わ
で
ん
は
立
地
奨
励
金
で
七
八
〇
万
円
︒
ク
ッ
キ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
佐
賀
は
雇
用
奨
励
金
等
で
約
三
︑
三
〇

〇
万
円
︒
味
の
素
は
設
備
費
補
助
金
等
で
約
一
︑
七
六

〇
万
円

②
平
成
十
八
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
の
従

業
員
数
は
正
社
員
が
六
八
四
人
増
の
一
︑
〇
九
九
人
︑

パ
ー
ト
社
員
は
二
〇
九
人
増
の
八
五
一
人
︑
契
約
・
派

遣
社
員
は
一
八
一
人
増
の
四
二
〇
人
︒
合
計
で
一
︑
〇

七
四
人
増
の
二
︑
三
七
〇
人

③
進
出
企
業
の
雇
用
状

況
調
査
は
毎
年
四
月
に
実
施
し
て
い
る

④
誘
致
企

業
に
は
誘
致
段
階
で
市
内
か
ら
の
正
規
雇
用
を
要
請

し
︑
進
出
後
も
正
規
雇
用
の
増
員
要
望
を
し
て
い
る
︒

公
金
を
支
出
し
て
奨
励
し
て
い
る
の
で
︑
今
後
も
正
規

社
員
で
の
雇
用
を
要
望
し
て
い
き
た
い
︒

な
ぜ
伸
び
な
い
︑
耐
震
診
断
補
助
事
業

(質
疑
︶
①
減
額
の
理
由
︑
予
算
・
利
用
実
績
の
推
移
は

②
利

用
が
伸
び
て
い
な
い
理
由
は
︒
広
報
活
動
や
制
度
の

中
身
に
問
題
は
な
い
か

③
他
の
事
業
と
組
み
合
わ

せ
る
等
の
工
夫
は
︒

(答
弁
︶
①
平
成
二
十
二
年
度
は
戸
建
て
住
宅
一
〇
戸
︑
共
同
住

宅
一
棟
を
見
込
ん
で
予
算
計
上
を
し
た
︒
十
二
月
ま

で
の
利
用
実
績
は
戸
建
て
住
宅
三
件
︒
今
後
の
見
込

み
を
あ
と
二
件
と
し
て
減
額
し
た
︒
事
業
初
年
度
の

二
十
一
年
度
の
予
算
は
八
︑
〇
〇
〇
千
円
で
実
績
は
三

件
二
六
六
千
円
︒
二
十
二
年
度
の
予
算
は
三
︑
八
八
〇

千
円
で
現
時
点
の
実
績
は
三
件
二
一
一
千
円

②
共

同
住
宅
は
別
途
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
︑
戸
建

て
住
宅
は
昭
和
五
十
六
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
築

物
が
対
象
で
あ
る
た
め
︑
耐
震
診
断
や
補
強
よ
り
も
建

て
替
え
や
住
み
替
え
を
検
討
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と

が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
︒
広
報
は
市
報
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
い
る
︒
補
助
対
象
と
な
る
共
同
住
宅

へ
の
紹
介
文
書
の
送
付
な
ど
も
行
っ
て
い
る
︒
制
度

の
中
身
は
九
州
地
区
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
本
市
と

同
様
で
あ
り
︑
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い

③
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
な

ど
は
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
︒

第
十
八
号
議
案

平
成
二
十
二
年
度
佐
賀
市
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
６
号
︶

歳
出

商
工
費

企
業
誘
致
推
進
事
業

六
一
︑
四
五
二
千
円

歳
出

土
木
費

住
宅
・
建
築
物
耐
震
診
断
費
補
助
金

△
三
︑
四
五
〇
千
円
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今
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
は
？

(質
疑
︶
①
予
算
総
額
が
八
六
六
億
円
と
前
年
度
に
比
べ
て
約

四
一
億
円
増
と
な
っ
た
理
由
は

②
財
政
の
健
全
化

に
つ
い
て
は
一
定
の
成
果
水
準
に
達
し
た
の
か

③
投
資
的
経
費
の
増
額
に
よ
る
経
済
及
び
雇
用
に
与

え
る
効
果
は

④
今
後
も
こ
う
し
た
増
額
予
算
を
続

け
る
と
市
債
︵
市
の
借
金
︶
は
平
成
二
十
七
年
度
末
で

約
五
〇
億
円
増
と
な
る
が
︑
人
口
減
少
社
会
の
今
︑
市

債
に
対
す
る
考
え
は
︒

(答
弁
︶
①
前
年
度
に
比
べ
︑
積
極
的
に
地
域
経
済
の
下
支
え
を

す
る
た
め
に
投
資
的
経
費
を
約
二
四
億
円
増
と
し
︑
市

民
生
活
を
支
え
る
た
め
に
生
活
保
護
費
や
子
ど
も
手

当
支
給
費
な
ど
を
約
一
二
億
円
増
と
し
た

②
国
の

政
策
等
に
よ
り
︑
一
定
の
財
源
も
確
保
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
︑
他
自
治
体
等
と
比
較
し
て
本
市
の
財
政
は
安
定

し
た
状
況
に
あ
る
と
考
え
る

③
経
済
波
及
効
果
は

昨
年
度
よ
り
も
約
五
〇
億
円
多
い
約
二
三
〇
億
円
と

試
算
し
て
い
る
︒
な
お
︑
試
算
は
し
て
い
な
い
が
︑
一

定
の
雇
用
確
保
に
つ
な
が
る
と
期
待
す
る

④
今
後

の
市
債
借
り
入
れ
は
そ
の
時
点
の
地
域
経
済
の
状
況

を
考
慮
し
て
判
断
し
て
い
き
た
い
︒

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
活
用
事
業
と
は
？

(質
疑
︶
①
事
業
の
概
要
及
び
資
金
拠
出
を
受
け
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
の
状
況

②
支
援
対
象
者
及
び
支
援
対

象
事
業

③
支
援
の
決
定
ま
で
の
流
れ
は
︒

(答
弁
︶
①
㈶
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
が
︑
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体
等
の
基
金
に
資
金

の
拠
出
を
行
い
支
援
す
る
も
の
︒
資
金
拠
出
を
受
け

る
要
件
と
し
て
︑
地
方
公
共
団
体
と
住
民
︑
企
業
な
ど

民
間
か
ら
の
資
金
拠
出
が
な
さ
れ
る
基
金
で
あ
る
必

要
が
あ
り
︑
本
市
に
お
い
て
は
﹁
佐
賀
市
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
﹂
が
該
当
︒
平
成
二
十
三
年
二
月
末
現
在
の

同
基
金
の
残
高
は
約
八
億
八
︑
〇
〇
〇
万
円
︒
今
回
支

援
を
受
け
た
四
︑
〇
〇
〇
万
円
を
同
基
金
に
お
い
て
管

理
し
︑
平
成
二
十
三
年
度
は
約
一
︑
四
七
〇
万
円
を
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
市
民
団
体
の
ハ
ー
ド
整
備
事

業
費
の
助
成
に
充
て
る

②
対
象
者
は
団
体
ま
た
は

個
人
で
︑
建
造
物
の
所
有
者
︑
建
造
物
の
利
用
に
つ
い

て
所
有
者
か
ら
承
諾
を
得
て
い
る
者
を
予
定
︒
対
象

事
業
は
︑
四
核
構
想
エ
リ
ア
内
で
の
空
き
店
舗
解
消
や

フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
な
ど
の
市
民
主
導
の
ま
ち
な
か
通

り
動
線
づ
く
り
事
業
︑
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
歴
史

的
建
造
物
等
を
生
か
し
た
交
流
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

事
業
︑
市
内
に
あ
る
重
要
建
造
物
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
す
る
重
要
建
造
物
等
活
用

事
業

③
原
則
公
募
︑
選
定
過
程
の
透
明
性
及
び
公
平

性
の
確
保
︑
ま
ち
づ
く
り
へ
の
効
果
な
ど
選
定
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
︑
そ
れ
に
沿
っ
て
選
定
︒
ま
ち
づ
く

り
活
動
や
歴
史
的
建
造
物
の
専
門
家
な
ど
外
部
委
員

を
含
め
て
審
査
を
行
う
︒

や
ま
び
こ
の
湯
改
修
の
内
容
は
？

(質
疑
︶
①
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

②
改
修
工
事
の
具
体
的

内
容
は

③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ

ラ
ー
導
入
を
検
討
し
た
か
︒

(答
弁
︶
①
設
計
委
託
の
応
募
は
六
社
か
ら
あ
っ
て
お
り
︑
三
月
末

に
設
計
業
者
を
決
定
し
︑
八
月
中
旬
ま
で
に
設
計
を
完
了
︑

十
月
か
ら
三
月
ま
で
で
改
修
工
事
を
実
施
す
る
︒
そ
の

間
は
施
設
を
閉
鎖
し
︑
来
年
の
四
月
か
ら
営
業
開
始
を

す
る
予
定

②
苦
情
の
多
い
設
備
や
稼
働
率
の
低
い
施

設
な
ど
を
具
体
的
に
提
示
し
た
上
で
︑
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
と
い
う
形
で
設
計
業
者
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
︑
工

事
費
約
一
億
五
︑
〇
〇
〇
万
円
の
範
囲
内
で
改
修
を
行

う

③
ボ
イ
ラ
ー
設

備
の
更
新
時
期
な
ど

の
関
係
か
ら
今
回
の

改
修
で
は
採
用
し
な

い
が
︑
今
後
︑
設
備

の
更
新
に
お
い
て
供

給
量
や
コ
ス
ト
な
ど

を
勘
案
し
な
が
ら
検

討
を
行
う
︒

第
六
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
佐
賀
市
一
般

会
計
予
算

歳
出

総
務
費

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
活
用
事
業

一
四
︑
七
〇
七
千
円

歳
出

商
工
費

や
ま
び
こ
の
湯
改
修
事
業

一
七
〇
︑
三
六
六
千
円やまびこの湯


